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   阪神間少年 森繁久彌 年表     作成：西宮芦屋研究所 

年 出 来 事 資 料 ・ 備 考 

明治４３年（1910年） 鳴尾西畑文化村完成  

大正 ２年（1913年） 枚方市で生まれる 3人兄弟の末っ子 

父、菅沼達吉（大阪電燈常務）母、馬詰愛江 

 

大正 ４年（1915年） ２歳の時、父親死去  

大正 ６年（1917年） 鳴尾へ転居 枝川保育園入園 

枝川保育園（大正 6年 10月より大正 9年 3月 25

日まで保育したことを證す）菅沼久彌名 

保育證書 

大正 ９年（1920年） 武庫郡鳴尾村立 鳴尾尋常小学校入学 

森繁姓（母方の祖父の姓）を継ぐ 

1年生 

大正１０年（1921年）  2年生 

大正１１年（1922年） 第 2学年 成績優等の賞状 菅沼久彌名 

大正 11年 3月 26日 武庫郡鳴尾村立 鳴尾尋常

小学校 

3年生 

鳴尾小学校賞状 

大正１２年（1923年） 関東大震災 

              佐藤愛子生れる 

4年生 

大正１３年（1924年） 甲子園球場完成 5年生 

大正１４年（1925年） 堂島尋常高等小学校へ転入 6年生 

大正１５年（1926年） 大阪府立北野中学入学 中学 1年生 

その後今津へ転居 

昭和 ９年（1934年） 早稲田第一高等学院から早稲田大学商学部へ  

昭和２８年（1953年） 西宮北口撮影所で宝塚映画『喧嘩駕籠』に出演 わが青春の宝塚映画 

昭和３４年（1959年） 「森繁劇団」結成  

昭和３６年（1961年） 西宮市勢要覧に「西宮今昔」を寄稿 48歳 

昭和３９年（1964年） 大型外洋帆船、ふじやま丸が完成、横浜～西宮間

の初航海、西宮に繋留 遭難しかける 

アッパさん船長 

昭和４８年（1973年） 鳴尾小学校創立 100年記念誌へ「ああ鳴尾小」寄

稿 

60歳 

昭和５０年（1975年

頃） 

枝川幼稚園（保育園）卒園生の「苺会」森繁邸で

開催 後に「鳴尾会」となる 

鳴尾村誌 

昭和５７年（1982年） 日本文芸大賞特別賞受賞  

平成 ３年（1991年） 文化勲章受章  

平成 ５年（1993年） 鳴尾小学校創立 120年記念 自筆の書寄贈 80歳 

平成１４年（2002年） 鳴尾村誌巻頭インタビュー「森繁久彌が語る わ

が追憶の鳴尾村」 

 

平成２１年（2009年） 死去 

国民栄誉賞を授与 

享年 96歳 
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『
西
宮
市
鳴
尾
小
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
誌
／
百
年
の
あ
ゆ
み
』
よ
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平
成
５
年 

創
立
百
二
十
周
年
記
念 

寄
贈 

森
繁 

久
弥 

 

枝
川
の
清
き
流
れ
に
鮎
つ
か
み
し 

う
な
い
の
頃 

 
 

 

桜
の
並
木
は
遠
く
海
ま
で 

 
 

 

つ
づ
い
て
い
た 

 
 

 

競
馬
場
の
馬
は
走
り
、
時
に 

 
 

 

曲
乗
り
の
異
人
ス
ミ
ス
は
ボ
ロ
飛 

 
 

 

行
機
を
馳
せ
て
鳴
尾
の
上
空 

 
 

 

を
飛
ん
だ
が 

高
い
金
を
拂
（
払
）
っ 

 
 

 

て
同
乗
し
た 

魚
屋
の
主
は
始 

 
 

 

め
て
見
る
廣
い
故
郷
に
感
嘆 

 
 

 

し
な
が
ら
イ
チ
ゴ
畑
に
墜
落
し
て
命 

 
 

 

は
て
た
。 

 

甲
子
の
年 

 

無
残
や
な 

い
と
ほ
し
き
川
は
水
が
止
り 

 

や
が
て
天
を
摩
す
る
高
層
建
築
は
成 

 

り
、
人
こ
れ
を
呼
ん
で
甲
子
園
と
い
う 

私
ど 

 

も
の
鳴
尾
を
今
津
の
川
と
は
さ
ん
で
の
戦 

 

争
ゴ
ッ
コ
も
終
局
を
つ
げ
た 

 

松
林 

 

の
幼
稚
園
も
無
く
な
り
蝶
も
魚
も
何
処 

 

へ
行
っ
た
の
だ
ろ
う 

 
 

 

私
は
菅
沼
久
弥
か
ら
森
繁
に
変
わ
っ
た 

 
 

 

新
し
い
学
校
を
私
は
知
ら
な
い 

 
 

 

で
も
平
野
先
生
は
忘
れ
て
い
な
い 

 
 

 

生
意
気
な
訓
導
で
い
つ
も
恩
賜
の 

 
 

 

懐
中
時
計
を
見
な
が
ら
甲
を 

 
 

 

つ
け
て
く
れ
た 

同
級
生
の
瀬
川
は 

 
 

 

少
年
棋
手
で
う
ち
の
爺
さ
ん
た
ち 

 
 

 

と
い
つ
ま
で
も
打
っ
て
い
た
後
に
は
九
段 

 
 

 

に
な
り
名
人
に
も
な
っ
た 

  

一
面
の
イ
チ
ゴ
畑
も
シ
ー
ズ
ン
ま
で
は
糞
尿 

 

の
匂
い
し
き
り
な
る
乍
ら
あ
れ
ど
一
面
に
紅
の 

 

弾
く
頃
少
年
た
ち
は
畑
に
入
っ
て
盗
み 

 

食
ひ
し
て
見
張
親
爺
に
こ
っ
ぴ
ど
く
叩
か 

 

れ
た 

 
 

何
に
し
て
も
心
の
ふ
る
里
で
あ
る
。
北
野
中
学 

 

に
入
っ
た
が
私
た
ち
は
ま
だ
鳴
尾
（
西
畑
） 

 

に
い
た
の
だ 

  
 

 

平
成
五
年
六
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

森
繁
久
弥
（
八
十
才
） 

 

母
校
鳴
尾
小
学
校
に
贈
る 
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